
 

（第２号様式）   
令和５年４月 28日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立白山高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善

方策等 
成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎礎学力の定
着を図る「学び
直しから」、自
ら考え判断し表
現する力までを
育み、普通科と
美術科が相互に
刺激し高め合う
教 育課 程を 編
成、実施する。 

②「育みたい生徒
像」を実現し、
個に応じた学力
を育成するため
の ICT 活用を進
め、組織的な授
業改善を行う。 

③学校行事等をと
おして協働する
力を育む。 

①確かな学力の定着
と教育の「質」を
高める授業改善を
進める。 

②一人一台端末に対
応した授業方法を
発展させる。 

②図書館の利用を促
し、生徒の読書活
動を推進する。 

③体育祭、文化祭、
球技大会、生徒総
会等の各行事につ
いて、生徒が主体
的に企画運営でき
るように支援す
る。また、生徒が
積極的に参加でき
るようにつとめ
る。 

①評価と指導の一体化
を意識した授業を行
う。 

②研修会などＩＣＴ環
境の利用に関する情
報発信を行う。 

②図書館と教科の連絡
を密にし、生徒が活
字に親しむ機会を増
やす。 

③生徒会本部役員や各
種委員会の生徒と積
極的にコミュニケー
ションをとり、生徒
の発想をくんだ行事
の企画運営を行う。 

①単元ごとの評価を円
滑に行えたか。 

②端末を効果的に利用
した学習活動を行え
たか。 

②図書館の利用機会が
増加したか。 

③生徒会本部や委員会
において生徒全体の
ニーズや要望に応え
た活動ができたか。
また、活動を通じて
生徒自身が達成感を
感じることができた
か。 

③学校行事への参加率
や生徒の達成感、満
足感を高めることが
できたか。 

     

２ 生徒指導・支援 

①他者を認める寛
容の精神と自ら
を律することが
できる自己管理
力を育てる。 

 
②生徒一人ひとり
の課題に対する
きめ細かな教育
相 談体 制を 充
実 ・発 展さ せ
る。 

 
③部活動やボラン
ティア活動等を
とおして豊かな
人間性や社会性
を育てる。 

 
 
 
 

①ルール・マナー指
導を徹底し、すべ
ての生徒が充実し
た生活を送れる安
全、安心な学校づ
くりを推進する。 

②生徒一人ひとりに
寄り添う組織的な
生徒支援と教育相
談体制の充実、発
展を図る。 

③ 部 活 動 へ の      
関心を高め、加入
率の向上および部
活動の活性化を図
る。 

③部活動・ボランテ
ィア活動をとおし
て、充実した学校
生活を感じ、ボラ
ンティア精神、モ
ラルを大切にする
生徒を育成する。 

①問題行動の未然防
止、いじめ未然防止
と早期発見、「白山
高校ソーシャルメデ
ィアポリシー」に基
づく SNS 等に関する
指導を徹底する。 

①服装、頭髪などのル
ール、授業中、登下
校時のマナー(遅刻
指導を含む)に関す
る指導を充実する。 

②多角的に生徒情報を
収集、共有し、適切
な問題把握と対策を
検討する。また、必
要に応じて外部専門
機関と効果的に連携
する。 

③部活動参加のための
勧誘・広報活動等を
充実させ、新入生の
部活動への興味関心
を高め、加入率高め
る。 

③学校や近隣地域など
のボランティア活動
や部活動等でのボラ
ンティアを紹介・支
援し自発的な参加を
促す。 

①問題行動の減少と軽
微化がはかれたか。 

①生徒が自らルール・
マナーを遵守して行
動する自己管理力を
身につけたか。 

②支援を必要とする生
徒の正確な把握とそ
れに対する適切な支
援を策定することが
できたか。 

②適切に外部専門機関
を活用することがで
きたか。 

③部活動加入率や満足
度は向上したか。 

③ボアランティア活動
を行う機会を増やす
ことができたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善

方策等 
成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①「夢・目標 こ
こで未来を見つ
けよう」をスロ
ーガンに、高い
志を持って目標
に向かい努力す
ることによって
自 己実 現を 図
る。 

 
②美術科の専門性
を生かした進路
実 現を 支援 す
る。 

①総合的な探究 の時

間を有効に活用

し、生徒の主体的

な活動を促す。  

①アセスメントテス

ト（基礎力診断テ

スト）の結果を活

用し、自己有用感

の発達を促す。  

①②進路実現に向け

た前向きな態度を

養う。  

①総合的な探究の時間を

有効に生かせるよう

アップデートする。  

①進路適性テストを活用

し、自己の能力・適

性等の理解を深め

る。  

②個々の特性や専門性を

ふまえ、インターン

シップ等の体験活動

を有効活用する。 

①総合的な探究の時間

の授業評価や進路選

択が円滑に行えた

か。  

②インターンシップ等

の体験活動に積極的

に参加するなど、進

路実現に向けた前向

きな取組ができた

か。 

     

４ 地域等との協働 

①地域と共にある
学校づくりを行
い、広い視野を
持ち、地域に貢
献することによ
って自己有用感
を育む活動を充
実させる。 

②地域やＰＴＡ等
との連携を図り
安心・安全で信
頼される学校づ
く り に 取 り 組
む。 

①地域の清掃活動に
取り組み、地域に
貢献する姿勢と、
貢献活動を通じた
自己有用感を育
む。 

②地域やＰＴＡと連
携し、交通の安全
と、防災意識を醸
成する活動に取り
組む。 

①地域貢献デーなどの
機会を通じて、清掃
活動に取り組む。 

②地域やＰＴＡと連携
し、交通の安全や、
防災意識を高める活
動に取り組む。 

①清掃活動を通じた地
域貢献が実施できた
か。 

② 地 域 や Ｐ Ｔ Ａ   
と連携した交通安全
教育や防災教育が実
施できたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①教員が多様で複
雑な生徒の課題
に寄り添い向き
合う時間を確保
するため、組織
的な学校運営と
校務の効率化を
図る。 

②在校生や中学
生、保護者や地
域に向けた情報
発信を充実させ
る。 

③事故・不祥事の
根絶を図る。 

① ICT 機器を活用
し、効率的な校務
の推進ができるよ
う環境整備を図
る。 

①次年度始まる、イ
ンクルーシブ教育
に向けて、校務の
推進ができるよう
環境整備を図る 

②時宜にかなう情報
発信を行うととも
に、保護者、生徒
に分かりやすい説
明会の運営を行
う。 

③事故・不祥事防止
について教職員の
意識を高める。 

①ICT 機器を活用し、
効率的な教材開発や
教科研究に努めるよ
う体制づくりをす
る。 

①ＨＲやその他の教室
や教育環境の整備を
行い、インクルーシ
ブ教育の次年度実施
に向けての体制づく
りをする。 

②ＨＰやメール配信を
通じて、時宜にかな
った情報発信を行う
とともに、保護者、
生徒の目線に立った
運営を行う。 

③体罰やハラスメント
等の根絶に向けた研
修を実施する。 

①教材開発と教科の研
修の視点から効率的
な校務推進の体制作
りができたか。 

①実施に向けて教室や
教育環境の整備が十
分に整備できたか。 

②情報の発信は時宜に
かなったものであっ
たか。保護者や生徒
の目線で運営がなさ
れていたか。 

③事故・不祥事に対す
る教職員の意識が高
まり、事故・不祥事
ゼロを達成できた
か。 

     

 

 


